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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 44,76 44,43 -0,33 49,34 -4,91

USD / BRL Spot BRL 2,1989 2,2317 +0,0328 2,0749 +0,1568

USD / JPY Spot JPY 98,35 99,14 +0,79 102,37 -3,23

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 47.609 47.457 -152 56.036 -8.579

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 182,6 186,7 +4,1 137,5 +49,2

Brazil 5yrs Gov. Bond % 10,84 11,05 +0,21 9,69 +1,36

DI Future Jan14（金利先物） % 8,87 8,93 +0,06 8,13 +0,80

3 Months US Dollar Libor % 0,274 0,273 -0,001 0,273 +0,000

CRB Index（国際商品指数） Index 277,4 275,6 -1,8 285,9 -10,3

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

　　マーケットデータ

　　マーケットサマリー
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Indicator Unit 6月27日

金曜日、中銀の介入にも関らずレアルは大きく下げる展開となり、終値は、前日の対ドル2.1989から
同2.2317まで下げて引けました。中銀は二度に渡りドル売りのスワップ・オークションを実施し、一時
レアルが下げ渋る局面もありましたが、大きな効果はなくレアルが売られる展開は変わりませんでした。

国内のデモの動きが政治性を帯び政治的不透明感が漂う中、経済は高インフレ・低成長が予想される
一方で、量的緩和の縮小が見込まれる米国の長期金利は上昇傾向にあるため、海外投資家がブラジル
から資産を引き上げる動きが顕著になってきているものと思われます。ブラジル金利も上昇が予想される
ものの、米国の量的緩和早期縮小の確実性に関るニュース次第で、新興国通貨の動きは神経質な
展開が続きそうです。
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